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アスクルECの概要

DX Digital Transformation

補足資料
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ＯＡ・ＰＣ用品

26.2%

事務用品

11.6%

生活用品

33.6%

家具

6.2%

ＭＲＯ

10.0%

メディカル

10.3%

その他

2.1%

単体売上高
3,681億円
(21年５月期)

商品カテゴリ別売上構成比
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ＥＣは多品種保管、多品種同梱が特徴

多種多様な商品を取り扱い、
いつでもご注文が可能
お客様の購入データから
多種多様な組み合わせで
当日・翌日にお届け
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全国当日・翌日配送を実現する主要９センター

仙台ＤＭＣ

名古屋センター ASKUL Logi PARK 横浜

ＤＣＭセンター

新砂センター
大阪ＤＭＣ

ASKUL Logi PARK 福岡

ＡＶＣ日高ＡＶＣ関西

ＢｔｏＢ事業のみ：
ＢｔｏＢ事業 ＋ ＢｔｏＣ事業：

ＢｔｏＣ事業のみ：
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お客様の多い都市部は当日配送

当日配送
エリア

翌日配送
エリア

約101,000坪

ＢtoＢ
（８か所）

LOHACO
（２か所）

当日配送エリア

翌日配送エリア

■当日配送エリア
11時までのご注文：当日お届け
18時までのご注文：翌日お届け

■翌日配送エリア
18時までのご注文：翌日お届け

■翌日配送エリア
15時までのご注文：翌日お届け

時間帯指定配送

物流センター

翌日配送エリア

物流センター

当日配送・翌日配送エリア別
売上高比率
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全国当翌日配送を
実現する物流基盤

独自のＥＣ物流

高度に自動化
された物流設備

自社グループ
100％の庫内運営
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デパレタイズロボット
（荷下ろし工程自動化ロボット）

ＡＧＶ
（棚移動ロボット）

実行型ＡＩロボットの導入拡大

ＡＧＶ
（パレット搬送用ロボット）
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アスクルECの概要

DX Digital Transformation

補足資料
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第１回フィジカルインターネット実現会議資料
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第１回フィジカルインターネット実現会議資料
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第１回フィジカルインターネット実現会議資料
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社会全体の構造問題を解決しなければ成立しない

購買行動のパラダイムシフトによりＥＣ市場拡大

ECの構造問題を解決する
新たなロジスティクスモデルへの進化が必要

物流現場は人手不足が加速
従来運用では、拡大する市場に対応できない
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プラットフォーム改革を中期経営計画４本柱の一つに位置付け
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配送を考えた商品開発で箱数を減らす ー自社グループ製造ー

商品政策 物流センター 配 送

企画・
製造、
価格設定

LOHACO
Water

一般的な２Ｌのペットボトルは
６本入りで、同梱ができず、
独立して配送しなければならない

段ボール箱の底面へ 1箱で配送

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

◇物流のポイント
５本入り、スリム化

◇マーケティングのポイント
美味しい、ラベルレス、低価格、隙間保管

Before After

入荷
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配送を考えた商品開発で箱数を減らす ー他商品への展開ー

一般的なサイズの箱に２つ入るように
410ml×20本入りのペットボトルを商品開発

一般的なサイズの箱に２つ入るように
500ml×15本入りのペットボトルを商品開発

LOHACO Water
スパークリング

LOHACO Water
410ml

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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配送を考えた商品開発で物流効率を上げる ーメーカー様との取り組みー

25m巻き×１２ロール
75m巻き同様にするためには18ロール必要

Before After

75ｍ巻き×6ロール

◇物流のポイント
体積1/3で輸配送効率向上、保管効率向上

◇マーケティングのポイント
交換の手間削減、低価格、保管スペース削減

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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受注してから加工することで、無駄な加工を減らし鮮度も保つ

発送日に精米してお届け

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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進化計算で在庫を最適配置し、配送箱数を最小化

• 問題設定：単目的最小化問題
• 目的関数 ：総配送費 ⇒ 最小化

• 解(個体)
：各センター在庫配置のbit列表現

( 0/1 x M plants x N items )

• 制約条件
• 各倉庫の在庫容量（才数）

• 各倉庫の出荷能力（行数）

• 各商品の在庫量（才数）

• などなど

キャパシティ効率、配送効率を両立する在庫配置

ASKUL Logi PARK 横浜

ＤＣＭセンター

新砂センター

共通 〇万SKU
集約 ▽万SKU

共通 〇万SKU
集約 △万SKU

共通 〇万SKU
集約 ◇万SKU

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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物流効率を考慮した選択肢をWebサイトで提示

横浜のセンター
一部在庫有り

東京のセンター
全ての在庫有り

お届け先は神奈川

一部
翌日
お届け

一部
翌々日
お届け

ご注文に対し、１センターで完結しない場合は
複数センターから出荷（荷別れ）となる

Before
リアルタイムでオーダーと在庫を紐づけて、
お急ぎでない場合には、まとめてお届けを選択いただくことで、
全ての在庫がある大型センターからひと箱でお届け

After

横浜のセンター
一部在庫有り

東京のセンター
全ての在庫有り

お届け先は神奈川

まとめて
翌々日お届け

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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当社のみに最適化された定量発注 → 納品最適化を図った発注

5日分

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

５日分発注の例 発注平準化による納品効率化イメージ

5日分
5日分

5日分
5日分

A商品

B商品

E商品

G商品
H商品

5日分
C商品

5日分

F商品

2日分

1日分 1日分 1日分

5日分
C商品

A商品
2日分

2日分

F商品

E商品
5日分
G商品

5日分

H商品

5日分
3日分

3日分

B商品 E商品

A商品 A商品 A商品

F商品

デフォルト
値

5日分

定量発注点方式で毎日発注
・同じ日数分でも商品により才数が異なる

・納品の積載効率が悪い
・入荷効率が悪い

Before After
メーカーの積載効率を考慮して
商品の発注量を可変・平準化
・毎日同じ車建てで納品

・高積載効率
・入荷効率向上

10t車オーバー

4t車スカスカ

4t高積載率で安定

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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納品輸送効率を向上させる共同輸送

福岡
センター

大阪センター

大規模大阪拠点
小規模
九州拠点

大阪センター

大規模大阪拠点

移
動

納品

移
動

納
品

福岡
センター

在庫リバラン
ス

在庫リバラン
ス＋納品

大阪分と
福岡分を
混載

メーカー様

メーカー様

近距離化
積載率
向上

小規模起因の
欠品減

積載率
向上

Before

移動 移動

移動

移動

納品

台数減
無小規模

九州拠点

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷

After
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納品トラックの待機時間はいかなる価値も生み出していない

Before

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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入荷バース予約システムを全センターに導入しトラック待機時間を短縮

バース予約の仕組みを導入し、トラック待機時間の短縮、入荷キャパシティの増加を実現

After

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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事前に車両毎のデータを連携して検品待ち時間を圧縮

No.

年　　　　　月　　　　日

下記の通り納品いたしましたのでご査収ください

数量 単価 備考

5
6
4
5

合計

No.

年　　　　　月　　　　日

下記の通り受領致しました

数量

5
6
4
5

A
B
C
D

　　摘要：

品名 備考

D

　　摘要：

品名 金額

A
B
C

納 品 書

○○株式会社
〒000-000 大阪府大阪市

TEL06-000-000 FAX06-000-000

〒564-0011

大阪府吹田市岸辺南三丁目34番1号

ASKUL Value Center 関西 御中

受 領 書

○○株式会社
〒000-000 大阪府大阪市

TEL06-000-000 FAX06-000-000

〒564-0011

大阪府吹田市岸辺南三丁目34番1号

ASKUL Value Center 関西 御中

検品終わるま
で待って下さい次の納品

あるんですが

商品一つ一つを検品

Before After
事前に車両と箱数の情報を連携し、
箱数だけの検品により検品時間を圧縮

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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多様なニーズに応えられる配送管理システムを中小物流事業者に提供

ＢtoＢ配送 ＢtoＣ配送

✓ 不在率低い
✓ オフィス街やビルに密集
、配送密度が高い

✓ 時間帯指定
✓ 不在・再配達多い
✓ 宅配ボックス等受渡し
の細かな対応

複雑なＢtoＣ配送を行えるシステムを提供し、車両積載効率を向上

BtoBとBtoCへニーズが異なり混載できない 多様なニーズに対応できるよう、
自社の配送システムをオープン化

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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暗闇で見えないものを良くすることはできない

輸配送

販売出荷

保管

入荷

発注

商品

データ
プラットフォーム
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オープンイノベーション

お客様 ASKUL メーカー

膨大なBtoBビッグデータ

データはアスクルのものではな
い、みんなのもの（民主化）

オープン化しお客様や社会に
還元することに意味がある

商品開発還元

お客様
ASKUL

商品A
在庫10個

商品A
在庫0個

メーカー様やサプライヤ様の
データもお客様に
メーカー在庫数を連携し、

お客様が安心して購入できる

メーカー
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全てのプロセスを担っているからこそ、やるべきインテグレーション

発注

商品
計画

商品
登録

入荷

保管

販売
受注

出荷

配送

・物流コストを考えた商品選定や開発
・マーケティングに基づく商品計画

・お客様ニーズをとらえたマーケティング
・需要や消費タイミングを考えた加工
・物流コストを考えたマーケティング

・店頭で商品を手に取れない前提の商品情報
・商品サイズだけでなく物流関連情報の収集
・消費地を考えた在庫配置

・需要予測に基づく発注
・入荷効率を考えた発注
・納品効率を考えた発注

・メーカーとの情報連携による在庫商品最適化
・自動倉庫やGTPによる入荷効率化

・自動倉庫やGTPによる高密度保管
・荷合わせシャトルによる効率的保管

・機械化による高負荷業務の削減
・テクノロジーで移動距離や移動時間を圧縮
・輸配送を考えた差配

・配送システムのオープン化による積載効率向上
・配送ルート計算による最適配送

バリューチェーン全体を俯瞰することにより、
合成の誤謬に陥ることを回避してSCMを最適化する
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アスクルECの概要

DX Digital Transformation

補足資料
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補足資料①
ー物流センターのDXー
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後方支援センターを活用して、DCの能力を最大化

バック
在庫

出荷

物流センター

保管用在庫

前捌き倉庫

✓ 仕入れ商品を物流センターに入荷・保管しているため物流セ
ンターのスペースの多くが保管商品で占有されている

✓ ロングテール商品のための間口拡大のハードルが高い
✓ 大ロット品の一斉入荷による物流センター作業負荷が高い
✓ 休日や早朝夜間に納品できるサプライヤ様がほとんどいない

✓ 前捌き倉庫で大ロット入荷品を全国に配分
✓ 出荷の少ない曜日や時間帯に近隣外部倉庫から補充
✓ 物流センター（DC）は出荷能力を最大化する機械化

サプライヤー

新たなスキーム

サプライヤー

補充用在庫

近隣外部倉庫
出荷

物流センター

Before

After

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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庫内人材不足への対応 ーコンベアまでの移動をＡＩロボットにー

ハンドフォークで商品を移動
移動距離が長く作業時間がかかると共に

負荷の高い作業となっている

Before After
重量1,000kgまで対応できるAGVを導入し、

自動でコンベアまで移動
人手による作業を撲滅

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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物流センター労働の負荷が高いケース品出荷をＡＩロボットに

ケース品のコンベア投入は人手作業となっており、
負荷が高く、労働環境が悪い

Before After
単載/混載に対応したデパレタイズロボットを

導入し、人手作業をなくす
同時に長時間休みなく作業を実施

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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従来型センターは頻度別に区分された棚をコンベアで繋ぐひと筆書き

高頻度小物

ご注文あった商品のロケーションだけを
通過し、受注から出荷までを
最短約20分で完了

梱包 出荷ソーター

オーダースタート

低頻度小物 ケース品

ウエイトチェッカー メインライン
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現在のセンターは複数のオリコンでスタートして最後に荷合わせ

複数一斉にスタート、最後にまとめる。渋滞解消、効率UP！一カ所スタート、各エリアに！一筆書きパターン

オーダースタート

梱包

オーダースタート

オーダースタート

オーダースタート

A品
エリア

B品
エリア

C品
エリア

A品(高頻度品)
GTP

荷合わせシャトル

お客様のオリコンまとめ場所

お客様別オリコン

お客様別オリコン

お客様別オリコン

お客様別オリコン

B品(中頻度品)
GTP

C品(低頻度品)
GTP

Before After

梱包

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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ピッキングの移動距離をなくす ー固定型GTPー

オリコンを持ってピッキングしているため
ピッキングよりも移動時間が長く

負荷も大きい

GTPがピッキングステーションまでオリコン搬出し、
ピッカーは定点でピッキングするため

移動時間がなくなる

コンベア

Before After

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷

Copyright © ASKUL Corporation All Rights Reserved. 37



AGVが棚を搬送し、
人の移動距離をなくし
定点でピッキングする

梱包

A品
エリア

B品
エリア

C品
エリア

お客様別オリコン

梱包

お客様別オリコン

ラックが
移動

ピッキングの移動距離をなくす ー棚移動型AGVー

After

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷

オリコンを持ってピッキングしているため
ピッキングよりも移動時間が長く

負荷も大きい

Before

Copyright © ASKUL Corporation All Rights Reserved. 38



オリコンを持ってピッキングしているため
ピッキングよりも移動時間が長く

負荷も大きい

ロボット（AMR）がオリコンを持って、
棚に移動しピッキング商品を表示し、

人は定点でピッキングする

コンベア

ピッキングの移動距離をなくす ー棚移動型AGVー

Before After

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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人に依存した制約が無くなり高効率

人が作業
できる高さ

商品の保管効率
（自動倉庫で解決）



作業効率
（定点作業）

歩行作業が

ZEROになり
生産性は、

5倍

人
の
作
業
時
間

高
速
シ
ャ
ト
ル

1/3
ピッキング



機械エンジニアの負荷低減 ー故障予知情報をスマホに連携ー

機械化、自動化が進む物流で、『流れを止めない』ためにメンテナンスがより重要に

発注 出荷保管 配送
商品
計画

商品
登録

販売
受注

入荷
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補足資料②
ーSXー

Sustainability Transformation
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商品廃棄削減の取り組み
購入後365日以内返品可能なアスクルのサービスで、いかに返品・廃棄を減らして行くか

買い間違い・イメージ違いが４６％ＷＥＢサイトの表記を改善し続ける

大きさが
一目でわかる画像
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の注文に対し、

ポップアップで喚起



商品廃棄削減の取り組み

お客様
返品受付
センター

①返品申込み（電話・FAX・WEB）

②引取・お客様返送

③返品
返品
センター

品質管理
センター

買い間違いなど

商品不良の返品商品

引き取り

購入後365日以内返品可能なアスクルのサービスで、いかに返品・廃棄を減らして行くか

良品再生してわけあり品として販売

品質を調査し、品質改善につなげる

アスクルの返品率は1％未満だが
その内の50％以上を良品再生して
販売することにより廃棄を更に減らす
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使用済みクリアフォルダのリサイクルバリューチェーン

アスクル

アスクルの
お客様

再生プラスチック
製品製造事業者

再生原料
製造事業者

<排出>

<運搬>

<再生原料の製造>

<製品の製造>

<製品の仕入>

<販売>

【実証１】
原料として回収

【実証２】
再生プラスチック
を原料とした

商品の開発・製造

国内販売シェアが
高い商品で

資源循環型プラットフォーム
構築の実証実験開始

回収運搬
事業者

使用済み
クリアホルダー
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回収したアスクルカタログを原料にした紙袋

回収/有価
古紙パルプ
製造

抄紙

製袋・加工

販売

どこかで何かに使われている・・・
自分たちで責任をもって使う、買う
国内で循環させる
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働きがいを提供できる企業へ

ALP福岡では、障がい者雇用率が25.5%※まで上昇

■「KAIKA Awards（カイカアワード）とは https://kaikaproject.net/ 一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村正己）が主催する、社会価値を生み出す持続的な経営・組織・人 づくりを行っている取り組みを称え、紹介す
るための表彰制度。変化・多様化する経済・社会情勢において、「個人 の成長」「組織の活性化」「社会とのつながり」を軸に、組織風土や意識の改革、仕組みづくりなどの活動に取り組 んでいる好事例に対して、そのプロセス
や成功要因、現場の知恵、社会的な意義などを共有し、部署・社内にとど まりがちなノウハウを顕在化させ、活動に取り組んでいる個人や組織にエールを送ることを目的に 2014 年より実 施しているものです。

※2021年5月期実績
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災害時協定

日常生活に必要な多数の商品を物流センターに保管している価値を
災害時は地域貢献に転換

2018年1月 日高市と「災害時の食糧等の提供に関する協定」
2018年1月 吹田市と「災害時における救援物資拠点場所の提供協力に関する協定」

吹田市と「災害時における物資の提供協力に関する協定」
2019年５月 福岡市と「災害時における物資供給に関する協定」
2021年3月 東京都と「災害時における物資の調達・輸送等に関する協定」
2021年4月 千葉市と「災害時の物資の調達及び輸送に係る協力に関する協定」
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補足資料③
ーDX組織と人材育成ー
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変化に柔軟に対応できるＤＸ型組織への転換

IT部門
データ部門

事業部門

事業部門

プラットフォーム

・・・

システム
構築依頼

システム
構築

Techボード
Dataボード

事業部門

事業部門

プラットフォーム

・・・

インフラ構築・技術支援・
先端POC・人材育成支援

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾅｰ、ｴﾝｼﾞﾆｱ
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

従来型

事業やプラットフォーム部門とＩＴ部門、データ部門が請負型で連携するのではなく、
ビジネス現場のデータサイエンティストやエンジニアがビジネスを変革

バックオフィス バックオフィス

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾅｰ、ｴﾝｼﾞﾆｱ
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾅｰ、ｴﾝｼﾞﾆｱ
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗﾝﾅｰ、ｴﾝｼﾞﾆｱ
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

DX型
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S

T

E

A

M

Science

Technology

Engineering

Art+Design
Liberal arts

Mathematics

ASKUL DX ACADEMY
STEAMモデルをフレームワークとして活用し、

3年でクリティカルマス（社員の16％以上の受講）を目指すDX人材育成活動

データ
サイエンス
教室

マシン
ラーニング
教室

Z AI
アカデミア

IT基礎
教室

東大大学院
工学系
共同研究

DXセミナー

PM
ディレクター
教室

SCM
エンジニアリ

ング
教室

準備中カリキュラム

データ
コンテスト

ITエンジニア
教室

Web
デザイナー
教室

サーキュラー
エコノミー
教室

ディープ
ラーニング
数学教室
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